
―
―
多
角
化
の
進
ん
で
い

る
事
業
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

指
田

現
在
、
繊
維
事
業

の
売
上
高
は
全
体
の
三
割
程

度
。
そ
れ
以
外
が
七
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
一
九
九
二
年

三
月
期
の
繊
維
の
売
上
比
率

は
四
九
％
だ
っ
た
の
で
、
急

速
に
事
業
の
多
角
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
繊
維
は
売
上
・

収
益
と
も
に
縮
小
し
ま
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
多
角
化
し

た
事
業
が
成
長
し
て
、
全
体

で
は
増
益
と
な
っ
て
い
ま

―
―
今
後
の
有
望
製
品
と

し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
。

指
田

ま
ず
高
機
能
性
樹

脂
素
材
「
カ
ル
ボ
ジ
ラ
イ
ト
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
環
境
問

題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
を
背

景
に
植
物
由
来
の
生
分
解
性

樹
脂
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
素
材
に
は
製

品
と
し
て
使
用
さ
れ
る
期
間

は
安
定
し
た
機
能
を
発
揮

し
、
そ
の
後
は
自
然
分
解
す

る
と
い
う
特
性
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
の
樹
脂
改
質

剤
が
「
カ
ル
ボ
ジ
ラ
イ
ト
」

で
す
。
優
れ
た
接
着
性
や
耐

熱
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

半
導
体
関
連
は
じ
め
広
範
な

製
品
分
野
で
も
需
要
が
急

拡
大
し
て
い
ま
す
。
三
月
に

は
新
工
場
を
完
成
さ
せ
て
本

格
的
事
業
化
に
乗
り
出
し
、

環
境
に
優
し
い
素
材
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目

―
―
株
主
へ
の
利
益
還
元

や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
な
ど
に
つ
い
て
、
考
え
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

指
田

株
主
価
値
向
上
策

の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
十
一

月
に
発
行
済
株
式
総
数
の

三
・
八
七
％
に
当
た
る
八
百

三
十
八
万
二
千
株
を
消
却
処

理
し
ま
し
た
。
ま
た
日
清
紡

は
一
九
六
四
年
か
ら
七
円
配

当
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
安
定
配
当
を
堅
持
し

つ
つ
も
、
収
益
向
上
度
に
合

わ
せ
て
増
額
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
当
社
は

「
企
業
は
公
器
で
あ
る
」
と

の
考
え
方
を
長
年
に
わ
た
り

愚
直
に
貫
い
て
き
た
会
社
で

あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す

が
、
外
か
ら
も
見
え
る
形
の

施
策
を
い
く
つ
か
実
施
し
ま

し
た
。
ま
ず
監
査
役
五
人
の

う
ち
三
人
を
社
外
の
人
に
入

っ
て
も
ら
い
、
取
締
役
会
で

も
積
極
的
に
発
言
し
て
も
ら

う
な
ど
、
監
査
役
制
度
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。
会
計
監

査
は
三
つ
の
会
計
事
務
所
に

依
頼
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

厳
し
く
監
査
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
経
営
情
報
の

公
開
は
最
重
要
課
題
と
と
ら

え
て
お
り
、
年
二
回
の
決
算

発
表
は
私
が
行
い
、
ア
ナ
リ

ス
ト
説
明
会
に
も
必
ず
出
席

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
情
報

発
信
に
は
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
外
国

人
株
主
が
増
え
て
い
る
の

で
、
海
外
で
の
会
社
説
明
会

の
実
施
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
「
企

業
行
動
憲
章
」
の
制
定
や

「
企
業
倫
理
委
員
会
」「
企
業

倫
理
通
報
制
度
」
の
設
置
を

行
い
、
こ
の
一
月
に
は
「
個

人
情
報
保
護
憲
章
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
社
会

の
要
請
に
応
え
、
企
業
の
社

会
的
責
任
を
全
う
す
る
こ
と

で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

期
待
に
応
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
施
策
で
す
。

―
―
最
後
に
〇
七
年
の
創

立
百
周
年
に
向
け
た
指
田
社

長
の
経
営
方
針
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

指
田

繊
維
で
始
ま
っ
た

会
社
な
の
で
、
ま
ず
繊
維
事

業
を
復
権
さ
せ
ま
す
。
そ
し

て
多
角
化
し
た
各
事
業
の
さ

ら
な
る
拡
充
、
有
望
製
品
の

速
や
か
な
事
業
化
に
取
り
組

み
、
利
益
体
質
強
化
と
企
業

価
値
の
一
段
の
向
上
を
実
現

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

日
清
紡
は
長
年
、
企
業
は

創
業
以
来
培
わ
れ
た
繊
維
技
術
を
軸
に
、
幅
広
い
市
場

へ
の
技
術
展
開
と
事
業
多
角
化
を
進
め
て
き
た
日
清
紡
。

同
社
は
、
繊
維
事
業
に
加
え
、
現
在
、
自
動
車
用
ブ
レ
ー

キ
摩
擦
材
の
世
界
的
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
、
さ
ら
に
紙
製
品
、
化
成
品
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
な

ど
の
事
業
分
野
に
お
い
て
も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り

し
た
独
創
的
な
製
品
開
発
で
競
争
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

一
昨
年
に
は
「
経
営
三
カ
年
計
画
２
０
０
６
」
を
策
定
し
、

同
社
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
豊
富
な
ス
ト
ッ
ク
を
積
極
活

用
す
る
こ
と
で
、
収
益
力
向
上
と
企
業
価
値
増
大
を
目
指

し
て
い
る
。
指
田
禎
一
社
長
に
業
績
見
通
し
と
今
後
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

す
。
例
え
ば
ブ
レ
ー
キ
の
比

率
は
九
二
年
の
一
二
％
か
ら

現
在
は
二
三
％
と
ほ
ぼ
二
倍

に
な
り
、
利
益
の
柱
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
に
し
て
多

角
化
を
進
め
て
き
た
の
で
す

か
。指

田

大
き
な
収
益
の
柱

に
育
っ
た
ブ
レ
ー
キ
は
、
第

二
次
大
戦
中
に
飛
行
機
の
ブ

レ
ー
キ
用
に
石
綿
を
使
っ
た

摩
擦
材
を
織
り
上
げ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
（
現
在
は
も

ち
ろ
ん
石
綿
は
使
っ
て
い
ま

せ
ん
）。
紙
製
品
も
大
別
す

れ
ば
繊
維
分
野
で
、
戦
後
す

ぐ
に
家
庭
紙
の
企
業
を
買
収

し
た
と
こ
ろ
か
ら
多
面
的
展

開
が
進
み
ま
し
た
。
化
成
品

は
マ
ッ
ト
レ
ス
用
の
ウ
レ
タ

ン
フ
ォ
ー
ム
が
最
初
。
マ
ッ

ト
レ
ス
を
覆
う
布
地
を
作
っ

て
い
た
こ
と
も
参
入
の
き
っ

か
け
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し

た
。
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
つ

い
て
も
工
場
の
設
備
の
改

善
技
術
か
ら
発
展
し
た
事
業

で
す
。

つ
ま
り
時
代
の
ニ
ー
ズ
を

先
取
り
し
、
快
適
な
生
活
文

化
に
貢
献
す
る
た
め
、
繊
維

で
培
っ
た
技
術
の
強
み
を
生

か
し
て
き
た
結
果
、
現
在
の

よ
う
な
幅
広
い
事
業
体
系
に

な
り
ま
し
た
。

指
し
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
燃

料
電
池
の
分
野
で
は
、
固
体

高
分
子
型
燃
料
電
池
の
心
臓

部
に
あ
た
る
カ
ー
ボ
ン
セ
パ

レ
ー
タ
ー
を
開
発
し
、
自
動

車
や
家
庭
用
な
ど
多
数
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
引
き
合
い
を

い
た
だ
き
、
採
用
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ま
だ
量
が
伸

び
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
二
〇
一
〇
年
ご
ろ
に

は
実
用
化
が
進
み
、
市
場
も

大
き
く
拡
大
す
る
と
見
て
い

ま
す
。
普
及
が
加
速
す
る
太

陽
電
池
の
関
連
で
も
、
主
要

な
製
造
装
置
で
あ
る
シ
ミ
ュ

―
―
一
昨
年
、「
経
営
三
カ

年
計
画
２
０
０
６
」
を
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

指
田

日
清
紡
は
こ
れ
ま

で
ス
ト
ッ
ク
重
視
の
経
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
豊

富
な
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活

用
し
、
短
期
的
に
も
利
益
水

準
を
高
め
る
、
ス
ト
ッ
ク
経

営
の
よ
い
点
を
残
し
つ
つ
、

フ
ロ
ー
経
営
に
移
行
し
、
事

業
の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
て
、

企
業
価
値
の
増
大
を
図
る
こ

と
が
こ
の
中
期
計
画
の
狙
い

で
す
。

最
終
的
に
は
、
二
〇
〇
六

年
三
月
期
に
連
結
売
上
高

二
千
五
百
億
円
、
営
業
利
益

百
二
十
五
億
円
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
二
年
目
と
な
る
今

年
三
月
期
は
、
連
結
売
上
高

二
千
四
百
八
十
億
円
（
前
年

同
期
比
九
・
三
％
増
）
、

営
業
利
益
百
億
円
（
同
一

七
・
七
％
増
）
と
予
想
し
て

い
ま
す
。
利
益
体
質
の
強
化

は
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

―
―
各
事
業
の
状
況
は
。

指
田

繊
維
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
や
中
国
で
の
事
業
拡
大

が
奏
効
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
海
外
子
会
社
の

業
績
が
好
調
で
す
。
子
会
社

化
し
た
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
は
当
社

の
傘
下
に
入
っ
て
一
年
が
経

過
し
、
業
績
へ
の
寄
与
を
目

指
し
体
質
改
善
中
で
す
。

一
方
、
ブ
レ
ー
キ
は
北

米
・
ア
ジ
ア
市
場
で
の
自
動

車
販
売
が
好
調
に
推
移
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
増
収
増
益
と

予
想
し
て
い
ま
す
。
ブ
レ
ー

キ
（
摩
擦
材
製
品
）
の
生
産

拠
点
は
現
在
国
内
に
二
工

場
、
海
外
で
は
北
米
、
韓
国
、

中
国
、
タ
イ
に
五
工
場
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
日
系
メ
ー

カ
ー
は
も
と
よ
り
米
国
や

欧
州
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
も

拡
大
し
、
か
な
り
の
利
益
を

上
げ
ら
れ
る
状
況
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
ア
ン
チ
ロ

ッ
ク
・
ブ
レ
ー
キ
・
シ
ス
テ

ム
）
を
中
心
と
し
た
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ブ
レ
ー
キ
・

シ
ス
テ
ム
分
野
の
高
度
化
に

対
応
す
る
た
め
、
同
分
野
の

世
界
的
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で

あ
る
独
コ
ン
テ
ィ
ネ
ン
タ

ル
・
テ
ー
ベ
ス
社
と
の
合
弁

会
社
を
設
立
し
、
事
業
の
移

管
を
進
め
て
い
ま
す
。
出
資

比
率
か
ら
当
社
の
連
結
売

上
に
は
入
り
ま
せ
ん
が
、
利

益
の
面
で
は
寄
与
し
て
い

ま
す
。

紙
製
品
は
洋
紙
が
順
調
な

一
方
、
家
庭
紙
の
安
値
競
争

も
あ
り
、
前
年
度
並
み
の
売

り
上
げ
は
確
保
で
き
ま
す
が

若
干
の
減
益
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。

ま
た
化
成
品
は
、
原
料
高

の
影
響
か
ら
ウ
レ
タ
ン
や
エ

ラ
ス
ト
マ
ー
が
予
想
よ
り
減

収
減
益
で
す
が
、
樹
脂
成
型

品
が
自
動
車
部
品
な
ど
の
需

要
拡
大
を
受
け
て
好
調
で

す
。
同
事
業
は
国
内
お
よ
び

中
国
と
タ
イ
に
生
産
拠
点
が

あ
り
、
タ
イ
で
は
生
産
能
力

を
増
強
中
で
す
。

―
―
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
や
ナ
イ

ガ
イ
シ
ャ
ツ
を
子
会
社
化
し

た
狙
い
は
。

指
田
　
繊
維
事
業
を
強
化

す
る
上
で
、
製
販
一
体
化
し

た
最
終
製
品
事
業
が
不
可

欠
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

強
み
の
あ
る
独
自
開
発
の

新
素
材
を
生
か
し
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
戦
略
を
進
め
ま

す
。市

場
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
す

べ
て
自
社
内
で
研
究
開
発
か

ら
事
業
化
ま
で
行
う
の
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
で
勝
つ
に
は
時
間
を
買
う

こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
ス
ト
ッ
ク
を
有

効
活
用
し
た
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業

の
合
併
・
買
収
）
や
研
究
開

発
投
資
は
、
今
後
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日
清
紡
は
歴
史
の
長
い
会

社
と
し
て
、
少
し
動
き
が
遅

い
と
思
わ
れ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
実
際
は

競
争
力
の
あ
る
事
業
へ
経
営

資
源
の
選
択
と
集
中
を
進

め
る
、
変
化
の
激
し
い
会
社

で
す
。
今
年
三
月
を
め
ど
に

Ｐ
Ｄ
Ｐ
（
プ
ラ
ズ
マ
・
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
・
パ
ネ
ル
）
用
フ

ィ
ル
タ
ー
事
業
か
ら
撤
退
す

る
の
も
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ

の
急
速
な
価
格
低
下
か
ら
収

益
確
保
が
困
難
と
判
断
し
、

既
成
の
事
業
に
こ
だ
わ
ら
ず

に
経
営
資
源
を
再
配
分
す
る

た
め
で
す
。

社
会
の
公
器
で
あ
る
と
い
う

理
念
の
も
と
に
経
営
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
経
営
者
は
い

わ
ば
一
時
的
に
会
社
経
営
を

預
か
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
わ
け
で
す
し
、
従
業
員
も

所
有
者
で
あ
る
株
主
も
、
時

代
と
と
も
に
当
然
移
り
変
わ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

会
社
自
体
は
発
展
を
続
け
な

が
ら
、
永
続
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

昨
今
、「
企
業
は
何
の
た

め
に
存
在
す
る
の
か
」「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

へ
の
対
応
」
と
い
っ
た
議
論

が
あ
り
ま
す
が
、
重
要
な
こ

と
は
企
業
が
長
期
的
に
繁
栄

し
、
社
会
を
支
え
る
重
要
な

柱
と
し
て
、
本
業
を
通
じ
て

貢
献
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
企
業
姿

勢
を
貫
く
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ

る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
共

感
と
信
頼
を
得
て
、
二
十
一

世
紀
に
お
い
て
も
存
在
感
の

あ
る
企
業
で
あ
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

レ
ー
タ
ー
や
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て

評
価
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

繊
維
で
は
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
綿
一
〇

〇
％
の
ノ
ー
ア
イ
ロ
ン
シ
ャ

ツ
「
ノ
ン
ケ
ア
」
が
百
万
枚

を
超
え
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
勢
い
を

増
し
て
い
ま
す
。
紙
製
品
は
、

高
級
印
刷
用
紙
の
フ
ァ
イ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど
ニ
ッ
チ
商
品

が
主
力
で
す
。
今
後
も
こ
う

し
た
差
別
化
商
品
、
高
付
加

価
値
商
品
の
開
発
に
注
力
す

る
こ
と
で
、
優
れ
た
競
争
力

を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

日清紡
〒103‐8650  東京都中央区日本橋人形町 2-31-11
Tel: 03-5695-8833（代） Fax: 03-5695-8970（代）
http://www.nisshinbo.co.jp/

日清紡 取締役社長

指田 禎一 氏

ブ
レ
ー
キ
、化
成
品
、紙
製
品
な
ど

非
繊
維
が
全
売
上
高
の
７
割

豊
富
な
ス
ト
ッ
ク
を
積
極
活
用

ス
ピ
ー
ド
で
企
業
価
値
増
大

収
益
に
応
じ
た
増
配
も
検
討

長
期
繁
栄
の
企
業
理
念
貫
く

環
境
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

有
望
新
商
品
の
開
発
に
注
力

企画・制作＝日本経済新聞社広告局

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000

1992年 3月期 

2004年 3月期 

2005年（予想） 

繊　維 ブレーキ 紙製品 化成品 不動産 その他 

（百万円） 
日清紡・セグメント別売上高

綿100%
ノーアイロンシャツ

「NON CARE（ノンケア）」

摩擦材（ディスクパッド、
ブレーキライニング、
クラッチフェーシング）

家庭紙
「コットンフィール」

真空断熱パネル
「N′s VIP（エヌズビップ）」

ショッピングセンター
高機能性樹脂素材
「カルボジライト」、

燃料電池セパレーターなど

製

品

例

（百万円）

売 上 高 営業利益 経常利益
四半期（当期）
純利益

2005年 181,546 7,189 9,067 5,837
3月期第3四半期 (8.3%) (24.2%) (42.4%) (149.4%)

2004年
167,611 5,788 6,367 2,340

3月期第3四半期

（参考）2004年3月期
226,883 8,496 9,026 3,919

通期実績

（カッコ内の数値は対前年同四半期増減率）

日清紡・連結業績

hon_hisho
日経産業新聞・日経金融新聞　2005年2月21日付




